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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，筑波大学八ヶ岳演習林を申心に八ヶ岳東山麓及びその周辺におけるカラマッ根株心腐

病について，その生理，生態を明らかにする目的で調査・研究を行い，その結果をまとめたもので

ある。

　1）八ヶ岳東山麓及びその周辺のカラマツ根株心腐病菌

　長野県八ヶ岳東山麓及びその周辺より得た計160本のカラマッ根株心腐病罹病木を用い樹幹内よ

り病原菌の分離を行った。その結果，最も高頻度に分離された病原菌はbasidio服ycete－1（未同定菌，

全供試木の25．0％），次いでP肋θo1洲8。ん閉伽伽づづ（ユ7．5％），∫卿α88づs　oγづ功α（8．1％），〃㎝μ8

わα1∫α舳舳（6．9％）であり，他に担子菌として0η舛o加榊α柳づ，basidiomycete－3が若干であった。

　2）カラマツ根株心腐病菌basidio叫cete一ユの土壌中からの捕捉及びその分布

　杭（3×3×45cm）の設置による捕捉法を実施し，菌糸束付着杭の分布より土壌中に同菌の分布

が部分的であること，また，杭によるbasidiomycete－1の捕捉率の高い試験区で罹病率も高い傾向

があることを明らかにした。

　3）カラマツ根株心腐病罹病木樹幹内の菌類相とその遷移

　筑波大学八ヶ岳，川上演翌林にて本病罹病木（27～33年生）10本を伐倒し，腐朽部位及びその上
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部の健全部位を含むように1～3mの丸太，及び根株地下部を菌類分離に供試した。その結果，

1）腐朽部位周辺の健全～僅かに変色した部位に主に生息する菌類〔0o榊〃州α，1切c〃αsp、．

m／ce1ium－1（未同定）〕，2）初期～申期腐朽部位に生息する菌類〔1〕肋θol〃∫36んωθ伽伽｛4伽o榊μ∫

ω8α舳帆bas1d1o㎜ycete－！〕，及び3）末期腐朽部位に主に生息する菌類〔1・α2・〃㎝μ”α伽づづ，∫6ツー

サα舳舳sp．〕の3群に類別することが出来た。なお，これらの菌類相は根株心腐病が樹幹上方へ

と進展することにより，本病の進展に伴い，1）→2）→3）遷移すると推察した。

　4）カラマッ根株心腐病罹病木樹幹内からの根株心腐病菌の選択的分離

　根株心腐病菌の分離にはベノミル1～15pp蛾添加麦芽エキス寒天培地が有効であることを碓か

め，同培地を用い罹病樹幹内より同病菌を分離した結果，同病菌の分布は，1）全腐朽部位を通し

て分布している。2）腐朽部位上部にのみ分布している。3）腐朽部位に分布が認められないの3

つのタイプに識別され，これらの病原菌分布は，1）→2）→3）と移行すると推定した。

　5）カラマッ根株心腐病罹病木樹幹内に生息する菌類による木材劣化能力とそれら菌類間の相互

作用

　カラマツ根株心腐病罹病木樹幹内より分離した菌類を麦芽エキス寒天培地上に接種し，その上に

カラマッ心材で作成した試験片を静置した結果1〕肋θol〃886んωθ伽伽づづ，〃㎝μ8bα18α榊舳，basi－

diomy㏄tト1は6ヵ月間で35％以上，0o榊θ〃肋α，肋づo〃1αsp．及びmyce1iu㎜一1では2％以下の重

量減少を示し，1〕αθo〃㎝〃”αγづo肋，∫ぴα肋舳sp．では重量減少は引き起こさなかった。これら木

材劣化における菌類の相互作用について検討した結果，すべての非担子菌系糸状菌は病原菌による

腐朽に対し抑制的に働いた。

　6）カラマッ根株心腐病罹病木心材部の腐朽に伴う物理的・化学的変化

　八ヶ岳演習林より採取した罹病木2本の心材を地下根株部分から樹幹内腐朽上部の健全部まで等

間隔に資料を採取し，含水率，比重，pH，冷水抽出物量，アルコール・ベンゼン抽出物量，アラ

ビノガラクタン量，ホロセルロース量，リグニン量について調査した。その結果，含水率は腐朽に

従い徐々に増加し，pHは逆に低下した。比重，ホロゼルロース及びアラビノガラクタンは病原菌

が侵入すると同時に急速に減少した。冷水抽出物及びアルコール・ベンゼン抽出物量は一時的に増

加するが，申期腐朽部位では減少した。リグニン量は全腐朽部位を通じて一定であった。これら罹

病木樹幹内の物理的・化学的’性質の差異は主に本病病原菌によって引き起こされ，これら病原菌は

特にホロセルロース，アラビノガラクタンを主に分解していることを明らかにした。

　7）カラマツ根株心腐病罹病木樹幹内に生、患、する菌類による木材成分の資化能力

　本病罹病木樹幹内に主に生息する菌類9種を供試し，資化能力を調査した。その結果，腐朽部位

周辺に生、息、する菌類は，樹幹内で冷水抽出物，セルロース，ヘミセルロースを僅かに利用し，初期

～中期腐朽部位に生息する菌類はセルロース，ヘミセルロース，アラビノガラクタンを資化し，末

期腐朽部位に生息している菌類は冷水抽出成分を資化していることを推定した。

　以上，カラマッ根株心腐病罹病木樹幹内に生息する菌類，これら菌類間の相互作用，各菌類の木

材に与える影響及び木材成分資化能力について調査・研究を行い根株心腐病罹病木樹幹内の菌類遷
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移とそれに伴う木材劣化の新しい情報を得た。さらに，八ヶ岳東山麓の本病病原菌の種類と罹病頻

度，病原菌の土壌中の分布及び罹病木樹幹内での動向を明らかにした。

審　　査　　の　　要　　旨

　カラマッ根株心腐病に関する研究報告は病原菌の種類に関するもののみで，同病の生理・生態に

関する研究は非常に少ない。

　本研究はカラマッ根株心腐病に関する実態を明らかにするため八ヶ岳東山麓及びその周辺の同病

を対象に，その病原菌の種類，最も高頻度に分離されたbas1diomycete－1の土壌中からの捕捉及び

その分布，罹病木樹幹内の菌類相とその遷移，罹病木樹幹内からの根株心腐病菌の選択的分離とそ

の遷移，罹病木樹幹内に生息する菌類による木材劣化と菌類間の相互作用，罹病木心材部の腐朽に

伴う物理的・化学的変化，罹病木樹幹内に生息する菌類による木材成分の資化能力について研究を

行った。

　本研究において，調査地域のカラマツ根株心腐病菌の種類とその罹病頻度について調査し，これ

ら種類のうち現在まで未報告であった担子菌類に属する一種が，被害の主な原因であるとし，これ

ら病原菌の土壌中からの新しい捕捉方法を試み，土壌中の分布を調査し，多く捕捉された区域には

カラマツ根株心腐病罹病木が多く認められるとした。

これらのことは，本病の回避または防除に貴重な資料を与えたものである。さらに，カラマッ根株

心腐病罹病木樹幹内の菌類相について研究を行い，その遷移現象を確認した。

また，根株心腐病菌の選択的分離にはベノミルユ～15ppm添加麦芽エキス寒天培地が有効であると

し，この培地を用い根株心腐病罹病木樹幹内より病原菌の分離を行い，同菌の樹幹内での分布，進

展状況を明らかにした。これらのことは今日まで報告がなく今後木材腐朽に関する研究に大きな情

報を提供したといえよう。また，罹病木樹幹内に生息する菌類による木材劣化とそれら菌類間の相

互作用についてふれ，全ての非担子菌系糸状菌は病原菌による腐朽に対し，抑制する働きを認めた

ことは新知見として評価される。さらに，罹病木心材部の腐朽に伴う物理的・化学的変化，罹病木

樹幹内生息菌類に因る木材成分の資化能力について多くの新しい事実を見出した。

　以上のカラマツ根株心腐病に関する一連の研究における各成果は，本病及びカラマッ以外の腐朽

病害の腐朽のメカニズム解明に極めて貴重な資料を与え，木材腐朽病害の回避または防除対策樹立

のための基礎的研究とし森林病理学特に木材腐朽菌学上重要な示唆を与えたものである。

　これらの研究結果は著者の優れた着想と，問題解決に極めて強い持続性にもとづくもので，植物

病理学の基礎分野への貢献は大きく高く評価される。

　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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